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る。組織幹細胞のマーカーとしてタイト結合膜貫通分子 JAM family に注目してその局在、in 
vitroでの接着能、リン酸化状態、蛋白質複合体などを調べた。 




した．免疫沈降では JAM-B/C が活性化型 Src ファミリーキナーゼ(pY416-SFK)と複合体を形
成しており，また pY416-SFK 依存性に JAM-Bのみがリン酸化されることが明らかとなった。以
上より、脂肪組織の基質に分布する sJAM-C は脂肪幹細胞の幹細胞性を維持するニッチとし
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